
令和７年度普及活動外部評価報告書 
令和８年３月 

長野県農政部農業技術課 

 

県下 10 か所の農業農村支援センター（以下、「支援センター」という。）では、「しあわせ信州

創造プラン 3.0」及び「第４期長野県食と農業農村振興計画」に基づき、長野県農業と地域の発

展を目指して､農業の生産性や収益性を向上させるための技術や経営指導、担い手の確保・育成な

どの普及活動業務を行っています。これらの業務を効果的かつ効率的に展開するため、県では支

援センターの活動について､外部からの幅広い視点で客観的な評価を行い、その結果を今後の活

動に活かしています。 

本年度は様々な分野で活躍される５名の外部有識者に依頼し、佐久、上伊那、北信の３支援セ

ンターを対象に外部評価を実施しました。 

今後、外部有識者から提言いただいたご意見等を、県下すべての支援センター及び農業技術課

の業務に反映させ、目標の達成に向けて活動の充実を図ってまいります。 

 

１ 外部有識者                               （敬称略） 

分 野 所 属・役 職 氏 名 

先進的農業者 
長野県農業法人協会 会長 吉見 雅史 

長野県農業経営者協会 会長 中坪 宏明 

農業団体 ＪＡ全農長野 生産振興部 部長 小島 敬三 

学識経験者 信州大学農学部 准教授 若林 剛志 

マスコミ 日本農業新聞信越支局 支局長 大高 摩彩 

 

２ 開催概要 

（１）日時 

   令和８年２月 10 日（火）13:30～16:30 

（２）会場 

   長野県経営者協会会館 第１会議室（長野市南長野県町 584） 

（３）評価対象    

センター 重点活動課題名 

佐 久 低コスト水稲生産と水田作の収益性向上 

上伊那 水田農業経営体の複合化、新品種・新品目導入による活性化 

北 信 「シャインマスカット」の好適樹相への誘導と省力化による生産安定 

 

３ 評価結果 
（１）総合評価 

センター 重点活動課題名 総合評価※ 

佐 久 低コスト水稲生産と水田作の収益性向上 4.25 

上伊那 水田農業経営体の複合化、新品種・新品目導入による活性化  4 

北 信 「シャインマスカット」の好適樹相への誘導と省力化による生産安定 4.75 

 ※ 総合評価は平均値 

 

 [評価基準と判定区分] 

５：目標以上の成果が認められる。 

４：目標どおりの成果が認められる。 

３：活動は十分に認められるが、成果はやや不十分。更なる活動展開を期待したい。 

２：成果が認められないが、活動展開の糸口は見えている。 

１：活動が不十分で成果が認められない。 

 



（２）講評等 

 

ア 佐久農業農村支援センター 

（低コスト水稲生産と水田作の収益性向上） 

 

〇評価できる点 

・雑草イネ対策は、対象地区への地道な活動が農家間の啓発や撲滅につながり成果が出ている。 

・課題設定が端的で農家に非常に伝わりやすく、地域を巻き込んだ取り組みになった。 

・農薬販売店での啓発など地域実態を的確に踏まえた活動で農家に響く成果につながった。 

・具体的な生産現場の成果として、雑草イネ発生の顕著な低減、作業労力の削減が確認できた

ことが高く評価される。 

・プレゼン資料は数値で説得力と客観性があった。発表で話していた「農家に伝わるように」

を実践し、あらゆる場面での啓発に心を砕かれた。 

 

〇主な意見、提案 

・雑草イネは各地域で見られるため、地域計画に絡めて地域ぐるみで議論が進めばよい。 

・成果目標はできる限り数値目標を設定するのが良い。 

・FOEAS は成果が明確でないということであったが、地区での定着、さらなる取組が必要。 

・マニュアル化、農作業のスマート化導入推進、さらなる波及・拡大を意識した活動展開に期

待する。 

・重点活動計画立案にあたって、現場に即した普及課題はもちろんのこと、人材不足を補う投

資を促す計画など挑戦的な取組もして欲しい。 

 

イ 上伊那農業農村支援センター 

（水田農業経営体の複合化、新品種・新品目導入による活性化） 

 

〇評価できる点 

・地域農業者のニーズに即した課題設定がなされている。 

・協力機関との関係を保ちながら、取組には生産者にとって良い結果が得られている。 

・大豆安定生産における除草剤使用は３剤体系処理が最適との結果に適期使用を含めて参考に

なった。 

・上伊那の麦の生産拡大は、実需の期待も高く、新品種「ハナチカラ」の取組は大注目である。 

・県内のアスパラガスは、上伊那が主力産地。更なる重点的な普及活動を期待したい。 

 

〇主な意見、提案 

・アスパラガス以外の複合経営品目は、販売先の確保も含めて、持続的拡大・収益安定化が残

された課題である。 

・今後もこれらの課題の解決に向けた検証の継続と波及効果の可視化を含めた発信力強化の取

組みに期待する。 

・残された課題と今後の対応について、ひとつひとつが大きな問題。少し絞り込みながら重点

的に対応すると良い場合もある。 

・水田農業経営への園芸品目の導入で、今回はアスパラガスだが、それ以外の品目や地域に応

じた複合品目の組合せについて、さらに評価を重ね情報提供して欲しい。 

・資材を組み合わせた提案は農家への啓発も含めて手間や時間がかかる。どう普及していくか、今

後の活動にも注目する。 

 

 

 

 

 



ウ 北信農業農村支援センター 

（「シャインマスカット」の好適樹相への誘導と省力化による生産安定） 

 

〇評価できる点 

・作業動画作成は、農家等の要望に応える一歩踏み込んだ素晴らしい取組。短期アルバイトや

熟練していない作業者向けに有効である。 

・樹相診断指標は他地域への波及効果が期待できる。農家自身が診断できる項目として、水稲

のカラーチャートを活用した点は、現場で本当に役立つものである。 

・現場の状況から原因となる生理障害に着目し、シャインマスカットの特産地という地域特性

も踏まえ、農家経営に直結する活動を展開している。 

・フラスター液剤の普及と施肥管理講習、動画マニュアル等を活用した農家支援手法は、今後

他地域への波及が期待される。 

・次なる課題が明確となっており、地域での更なる生産技術のボトムアップと対象の広域化を

進める上での足がかりとなる取組がされている。 

 

〇主な意見、提案 

・成果目標を品質、収量、所得の向上などとすると、より一層、ぶどう生産者に寄与するもの

になる。 

 ・作業動画を見た人がどのように活用したかを調査することでブラッシュアップが可能である。 

・作業動画はわかりやすくてよい。他の品目でも作業のポイントについて作成して欲しい。 

・作業動画は新規就農者等をターゲットとしていたが、フラスター液剤で分かっていること等、

今回の重点活動に合わせた内容の動画をさらに作成してもよい。 

・提案としては、産地の秘匿情報を除き、広く公開できるマニュアルを別途作成することも一

つの方法である。 

 


